












































要約:自閉症の症状の年齢依存性出現には背景にある神経系のレベルの他に、関連神経系の

数および受容器の機能異常の存在も加味されることが指摘された。また、早期の扁桃核及

びその外側の白質の障害が自閉症の症候を発現し得る可能性が示唆された。早期のドーパ

ミン神経系の障害による多動に後シナプス過感受性が関与しているが、その機序は成熟脳

での障害と異なるととが示された。セロトニン神経系は発達初期に自身に受ける知覚入力

と自身が持つ遺伝的情報により、大脳に部位特異的な臨界齢を持ちその入力系の発達に関

与することが示された。延髄の一個の巨大細胞性網様核細胞の軸索は脊髄内で分岐多数の

神経細胞に終止し運動を協調的に制御することが示唆された。 


